
【は じ め に】

２１世紀の初頭にあたり、廃棄物、地球温暖化等の環境問題は、

現在、全人類が取り組まなければならない重要な課題です。

そこで、環境の保全および創造に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するため、平成１１年度から住民参加により２年間の調査、

、 、 。検討 審議を重ね この度｢長久手町環境基本計画｣を策定しました

本計画は、長期的な目標として望ましいまちの姿を示すとともに

これを実現するための施策の基本的方向、施策実施の際の環境配慮指針および住民、事業

者、行政それぞれが果たす役割等を定めたものです。この計画が目指すべき望ましいまち

の姿の実現に向けて、三者がそれぞれの立場から積極的な取り組みを推進していくもので

す。かけがえのない地球を次世代に引き継いでいくために、皆さんのご理解とご協力をお

願い申し上げます。

おわりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきました住民、事業

者の皆様をはじめ、長期間にわたり慎重なご審議をいただきました長久手町環境審議会委

員の皆様ならびに素案検討をいただきました長久手の環境を考える会委員の皆様に心より

感謝申し上げます。

平成１３年３月

長久手町長 加 藤 梅 雄

◆本書の利用の仕方◆

環境基本計画とは、環境に関する基本的方向性を示したものです。人の生活、自然環境、地

球的なものといったあらゆる環境面について設定されています。長久手町の将来に残し伝える

べき環境をみんなで考え、よりよい環境を守っていきましょう。なお、この計画だけがすべて

ではありませんので、よりよい意見をおもちの方は是非役場環境課までお寄せください。

本書の利用の仕方は次のようなものが考えられます。

①環境の将来像はどんなものを想定しているか、知りたいとき

②行政が環境分野別にどのようなことを行おうとしているのか、知りたいとき

③施策の具体的事例にはどのようなものがあるのか、知りたいとき

④私たちが環境に配慮して行動するにはどのようなことがあるのか、知りたいとき

⑤開発事業を計画したときどのようなことに配慮したらよいか、知りたいとき

⑥基本計画はどのように進められていくのか、知りたいとき



◆本書の構成◆

本書の構成は、次のとおりです。

第２編　計画の目指すもの
(P.7～40)

目指すべき環境のイメージ(P.9～10)
　　　

望ましいまちの姿(P.11～15)

・身近な自然を守り育てるまち

・ごみを出さない、捨てないまち

・健康で安心、気持ちよく暮らせるまち

・やすらぎと潤い、人にやさしいまち

・地球を大切にするまち

・環境を通じた対話、交流のあるまち

まちづくりの基本的方向(P.16～40)

第４編　環境配慮指針(P.77～128)

・日常における配慮指針と環境にやさしい
行動（P.81～117）

・業種別配慮指針（P.118～122）

・土地の改変、施設等の建設･変更をとも
なう事業の配慮指針（P.123～128）　　

 第３編　望ましいまちの姿実現
のための行政の取り組み(P.41～76)

・｢身近な自然を守り育てるまち｣を目指して
（P.44～47）

・｢ごみを出さない、捨てないまち｣を目指し
て（P.48～50）

・｢健康で安心、気持ちよく暮らせるまち｣を
目指して（P.51～59）

・｢やすらぎと潤い、人にやさしいまち｣を目
指して（P.60～64）

・｢地球を大切にするまち｣を目指して

　（P.65～69)

・｢環境を通じた対話、交流のあるまち｣を目
指して（P.70～76）

第５編　計画の推進に向けて(P.129～143)

　　　　　・三者のパートナーシップの形成

　　　　　・推進体制の整備      　　　　

　　　　　・進行管理　　　　　　　　　　

策定の趣旨

役割

位置づけ

目標年度

対象とする環境の範囲

第１編　計画の基本的事項(P.1～6)




